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葦
平
「
戦
車
な
ら
」
論

―
―
青
少
年
の
戦
意
高
揚
を
目
的
と
し
て
―
―

増

田

周

子

は
じ
め
に

火
野
葦
平
は
、
日
本
の
太
平
洋
戦
争
の
末
期
に
お
こ
な
っ
た
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
に
、
陸
軍
報
道
班
員
と
し
て
従
軍
し
た
。
火
野
は
、
昭

和
一
九
年
四
月
二
五
日
に
飛
行
機
で
日
本
を
出
発
し
た
。

イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
と
は
、
援
蒋
ル
ー
ト
遮
断
の
た
め
に
連
合
国
軍
の
拠
点
、
イ
ン
ド
北
東
部
の
都
市
イ
ン
パ
ー
ル
攻
略
を
目
指
し
た
作

戦
で
、
第
15
軍
司
令
官
牟
田
口
廉
也
の
も
と
に
、「
烈
」（
第
31
師
団
）「
祭
」（
第
15
師
団
）「
弓
」（
第
33
師
団
）
の
三
兵
団
が
編
成
さ
れ
、

昭
和
一
九
年
三
月
八
日
～
七
月
三
日
ま
で
遂
行
さ
れ
た
。
こ
の
作
戦
は
、
四
月
初
旬
頃
ま
で
の
初
期
は
、
日
本
が
優
勢
で
あ
っ
た
。
牟
田

口
も
作
戦
実
施
は
「
天
長
節
（
四
月
二
十
九
日
）
ま
で
」

（
1
）

と
し
、
当
初
は
雨
期
が
来
る
五
月
以
降
は
戦
争
を
続
け
る
気
は
な
か
っ
た
。

（
2
）

短

期
決
戦
で
臨
ん
だ
が
、
イ
ン
パ
ー
ル
を
攻
略
で
き
な
い
ま
ま
雨
季
に
な
っ
て
も
作
戦
を
実
行
し
、
七
月
三
日（

3
）ま
で
終
了
し
な
か
っ
た
。
長

期
化
す
る
に
つ
れ
、
食
料
、
物
資
な
ど
が
欠
乏
し
、
三
師
団
だ
け
で
⚓
⚖
⚒
⚔
⚕
人（

4
）と
い
う
多
く
の
餓
死
者
、
負
傷
者
、
行
方
不
明
者
を

出
し
、
歴
史
的
敗
北
を
喫
し
た
。
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
は
、
補
給
線
を
軽
視
し
た
杜
撰
で
無
謀
な
作
戦
で
あ
り
、
死
の
作
戦
と
も
呼
ば
れ
る

悲
惨
な
結
果
を
残
し
た
の
で
あ
る
。
火
野
は
、
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
で
は
、「
弓
」
師
団
の
ル
ー
ト
と
重
な
る
ル
ー
ト
を
行
軍
し
て
い
た
。

火
野
葦
平
「
戦
車
な
ら
」
論

―
―
青
少
年
の
戦
意
高
揚
を
目
的
と
し
て
―
―
（
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ま
た
、
火
野
は
、
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
中
止
後
も
雲
南
、
フ
ー
コ
ン
作
戦
に
向
か
っ
た
。
自
身
は
前
線
で
は
闘
わ
な
か
っ
た
が
、
兵
士
た
ち

の
死
闘
ぶ
り
は
現
地
で
も
耳
に
し
て
い
た
。
こ
う
し
て
火
野
は
激
戦
地
を
行
軍
し
、
八
月
二
七
日
に
は
再
度
メ
イ
ミ
ヨ
ウ
に
た
ど
り
着

き
、
よ
う
や
く
九
月
六
日
ボ
ル
ネ
オ
か
ら
マ
ニ
ラ
を
経
て
七
日
那
覇
空
港
に
到
着
し
、
無
事
帰
国
を
果
た
す
。
実
に
四
か
月
ほ
ど
戦
地
に

い
た
の
で
あ
る
。

火
野
は
、
生
き
て
日
本
に
戻
る
こ
と
は
出
来
た
が
、
悲
惨
な
戦
場
の
実
態
を
目
の
当
た
り
に
し
、
そ
の
従
軍
記
録
を
『
従
軍
手
帖
』（
⚔

月
25
日
か
ら
⚙
月
⚗
日
ま
で
、
全
部
で
⚖
冊
）
に
残
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
、
火
野
が
見
聞
き
し
た
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
と
雲
南
・
フ
ー
コ

ン
作
戦
の
従
軍
記
録
全
貌
が
記
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
こ
れ
ら
の
戦
争
の
実
体
験
を
も
と
に
、
多
く
の
、
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
に
基
づ
い

た
、
小
説
や
エ
ッ
セ
イ
な
ど
を
残
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
、
そ
の
う
ち
、
フ
ー
コ
ン
戦
を
描
い
た
「
戦
車
な
ら
」
と
い
う
短
編
小
説
を
考
察
す
る
。
さ
て
「
戦
車
な
ら
」
は
、
昭
和
一

九
年
一
二
月
一
日
に
『
若
桜
』（
第
⚑
巻
⚘
号
）
に
発
表
さ
れ
た
。
こ
の
『
若
桜
』
と
い
う
雑
誌
は
、
発
行
元
は
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社

で
あ
る
。
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
の
小
玉
邦
雄
（
元
本
社
取
締
役
）
の
談
に
よ
る
と
、『
若
桜
』
発
刊
の
経
緯
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

軍
部
か
ら
話
が
あ
っ
て
「
幼
年
倶
楽
部
」
と
「
コ
ド
モ
ヱ
バ
ナ
シ
」
を
休
刊
し
「
若
桜
」
と
「
海
軍
」
が
創
刊
さ
れ
ま
し
た
。

こ
れ
は
幼
年
雑
誌
は
戦
争
協
力
に
な
ら
な
い
。
も
う
少
し
大
き
な
少
年
に
向
か
っ
て
、
飛
行
兵
と
か
戦
車
兵
に
仕
向
け
る
よ
う
に
し

た
い
と
い
う
こ
と
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
役
立
つ
よ
う
な
雑
誌
に
し
よ
う
と
い
う
わ
け
で
、
こ
の
こ
と
が
行
わ
れ
た
の
で
す
。

（
5
）

ま
た
、
竹
中
保
一
談
に
よ
る
と
、
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昭
和
十
八
年
の
十
一
月
五
日
、
丸
ノマ

マ

内
茶
寮
で
『
少
年
倶
楽
部
』
が
、
海
軍
省
報
道
部
の
高
戸
大
尉
に
話
を
聞
き
ま
し
た
。（
中
略
）

大
尉
か
ら
雑
誌
の
用
紙
に
つ
い
て
、
官
給
紙
い
わ
ゆ
る
◯官
が
相
当
あ
る
の
で
、
こ
れ
を
講
談
社
に
回
し
、
海
軍
の
雑
誌
を
出
し
て
み

た
い
が
、
ど
う
だ
ろ
う
と
話
が
あ
り
ま
し
た
（
中
略
）
陸
軍
の
ほ
う
も
話
が
進
み
、
相
前
後
し
て
、
決
定
し
た
よ
う
な
順
序
で
す
。

（
中
略
）
雑
誌
名
は
初
め
海
軍
の
ほ
う
が
「
若
桜
」
が
有
望
で
し
た
が
、
陸
軍
の
ほ
う
が
「
若
桜
」
と
決
ま
っ
た
（
後
略
）

（
6
）

と
あ
る
。
さ
ら
に
竹
中
は
、「
十
二
月
十
日
に
話
が
始
ま
り
、
急
遽
編
集
案
を
ま
と
め
、
翌
十
九
年
一
月
五
日
に
大
綱
が
決
定
し
ま
し
た
。

『
海
軍
』
の
編
集
長
は
今
ま
で
の
関
係
上
私
が
、
ま
た
陸
軍
の
『
若
桜
』
も
同
じ
寡
兵
の
少
年
雑
誌
と
し
て
『
少
年
倶
楽
部
』
の
編
集
長

の
岩
本
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
指
名
さ
れ
、
四
月
二
十
九
日
の
天
長
節
の
日
に
創
刊
号
が
双
方
発
売
さ
れ
ま
し
た
」

（
7
）

と
述
べ
て
い
る
。
す
な
わ

ち
、
昭
和
一
九
年
に
大
日
本
雄
弁
会
講
談
社
か
ら
発
刊
さ
れ
た
『
海
軍
』
は
、
海
軍
省
の
後
援
雑
誌
で
あ
り
、『
若
桜
』
は
陸
軍
省
の
後

援
雑
誌
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
両
者
と
も
青
年
の
戦
争
協
力
に
「
役
立
つ
よ
う
な
雑
誌
」
に
し
よ
う
と
の
意
図
で
発
行
さ
れ
た
の
で
あ
っ

た
。
こ
の
よ
う
な
発
刊
経
緯
か
ら
、『
若
桜
』
は
、
昭
和
一
九
年
五
月
に
創
刊
さ
れ
、
昭
和
二
〇
年
五
、
六
月
合
併
号
に
て
終
刊
す
る
ま

で
一
三
号
を
発
売
し
て
い
る
が
、
時
局
色
が
相
当
強
い
。
例
え
ば
、
火
野
の
「
戦
車
な
ら
」
が
収
録
さ
れ
た
号
に
は
、
次
号
の
広
告
と
し

て
、「
待
た
れ
る
『
若
桜
』
新
年
号
」
と
題
し
て
「
五
月
創
刊
以
来
、
め
ざ
ま
し
い
発
展
を
と
げ
て
き
た
『
若
桜
』
は
、
い
よ
い
よ
清
新

溌
溂
な
陣
容
を
も
つ
て
、
決
勝
の
気
魄
み
な
ぎ
る
新
年
号
を
送
る
こ
と
に
な
つ
た
」
と
あ
り
、「
〇
霊
峰
富
士
山
麓
に
鍛
へ
る
少
年
洗
車

兵
／
〇
少
年
正
気
の
歌
（
詩
画
集
）／
軍
事
科
学

爆
弾
の
話

赤
木
技
術
少
尉
／
軍
事
問
答

小
よ
く
大
を
制
す

中
井
中
将
／
〇
偉

勲
万
世
に
輝
く
陸
軍
特
別
攻
撃
隊
」
さ
ら
に
連
載
小
説
と
し
て
、「
歴
史
小
説

神
風

角
田
喜
久
雄
／
航
空
小
説

大
空
に
捧
げ
ん

大
林
清
」
な
ど
を
あ
げ
、「
こ
の
ほ
か
、
陸
軍
学
校
生
徒
の
手
記
、
特
派
記
者
の
学
校
見
聞
記
、
漫
画
等
、
興
味
ふ
か
い
記
事
、
読
物
を

満
載
す
る
」
と
あ
る
。
ま
さ
に
、
陸
軍
色
あ
ふ
れ
る
ラ
イ
ン
ナ
ッ
プ
で
あ
る
。
ま
た
、
次
の
よ
う
な
広
告
を
雑
誌
に
掲
載
し
て
い
る
。
家

火
野
葦
平
「
戦
車
な
ら
」
論

―
―
青
少
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の
戦
意
高
揚
を
目
的
と
し
て
―
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庭
用
常
備
救
急
薬
金
コ
ロ
イ
ド
製
剤
オ
ー
ラ
ム
キ
ン
の
広
告
に
、
陸
軍
少
年
船
舶
兵
の
絵
を
描
き
「
米
英
撃
滅
の
機
会
は
今
だ
我
等
に
続

け
決
戦
の
空
へ
‼
」
と
記
し
て
い
た
り
、
実
体
模
型
新
作
発
表
の
広
告
に
「
模
型
も
兵
器
だ
！

選
べ
品
質
！

模
型
は
ツ
バ
サ
」
な
ど

と
書
か
れ
た
も
の
で
あ
る
。
太
平
洋
戦
争
の
末
期
で
、
も
は
や
、
食
料
す
ら
儘
な
ら
な
い
状
況
で
あ
り
な
が
ら
、
軍
が
、
青
少
年
向
け
の

雑
誌
に
て
、
青
少
年
た
ち
を
軍
国
主
義
に
扇
動
し
て
い
く
さ
ま
が
う
か
が
わ
れ
る
。
さ
ら
に
若
桜
と
い
う
言
葉
は
、「
大
君
の
た
め
に
散

ら
ん
若
桜
」

（
8
）

や
、「
偉
業
を
継
が
ん
若
桜
」

（
9
）

な
ど
と
あ
る
よ
う
に
、
自
ら
の
命
を
日
本
や
天
皇
に
捧
げ
、
敵
兵
と
戦
い
、
死
ん
で
い
っ
た

若
い
青
年
兵
士
た
ち
を
指
し
て
い
る
。
雑
誌
『
若
桜
』
は
、
戦
争
に
勇
敢
に
立
ち
向
か
っ
て
美
し
く
死
ん
だ
若
者
の
魂
を
讃
え
る
意
味
も

込
め
ら
れ
て
い
る
の
だ
。

こ
れ
ら
の
背
景
を
考
慮
に
入
れ
な
が
ら
、
さ
ら
に
火
野
が
実
体
験
し
た
、
あ
る
い
は
見
聞
し
た
フ
ー
コ
ン
作
戦
も
ふ
ま
え
な
が
ら
、「
戦

車
な
ら
」
を
論
じ
て
い
き
た
い
。
な
お
、「
戦
車
な
ら
」
は
こ
れ
ま
で
論
じ
ら
れ
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
た
め
先
行
研
究
は
見
当
た
ら
な
い
。

一
、
フ
ー
コ
ン
作
戦
に
お
け
る
戦
車
隊
の
重
要
性

フ
ー
コ
ン
作
戦
と
は
、
簡
潔
に
述
べ
る
と
、
昭
和
一
八
年
初
頭
か
ら
、
第
一
八
師
団
に
命
じ
ら
れ
た
「
ミ
イ
ト
キ
ー
ナ
、
フ
ー
コ
ン
及

び
パ
ウ
ン
ビ
ン
以
北
の
チ
ン
ド
ウ
ィ
ン
河
の
二
正
面
を
含
む
北
部
ビ
ル
マ
一
帯
の
広
大
な
地
域
」

（
10
）

を
防
衛
す
る
作
戦
で
あ
る
。
の
ち
に

は
、
第
一
五
軍
の
隷
下
に
入
っ
た
第
三
一
師
団
も
任
務
を
任
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
。
た
だ
、「
輸
送
力
の
減
少
」

（
11
）

な
ど
に
よ
り
、「
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
や
ビ
ル
マ
の
攻
略
作
戦
に
偉
功
を
立
て
た
第
一
八
師
団
も
、
フ
ー
コ
ン
作
戦
時
に
は
、
士
気
の
点
は
別
と
し
て
、
物
的
戦
力
は
著

し
く
低
下
し
て
い
た
」

（
12
）

と
い
う
。
す
な
わ
ち
、
相
当
苦
戦
を
強
い
ら
れ
た
掃
討
作
戦
で
あ
っ
た
。

火
野
葦
平
は
、
昭
和
一
九
年
九
月
に
帰
国
後
「
フ
ー
コ
ン
地
区
」（『
文
藝
春
秋
』
昭
和
一
九
年
一
一
月
）
と
い
う
ル
ポ
ル
タ
ー
ジ
ュ
を

記
し
、「
フ
ー
コ
ン
地
区
は
原
始
不
毛
の
地
で
あ
る
。
山
地
に
生
活
し
て
ゐ
る
カ
チ
ン
族
は
首
を
刈
る
こ
と
を
好
む
獰
猛
の
種
族
で
、
フ
ー
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コ
ン
と
は
カ
チ
ン
語
で
、『
首
の
集
積
所
』
或
ひ
は
『
髏
髑
』
と
い
ふ
意
味
で
あ
る
と
い
ふ
」

（
13
）

と
述
べ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
同
ル
ポ
タ
ー

ジ
ュ
で
、
昭
和
十
九
年
イ
ラ
ワ
ジ
河
を
渡
り
、
シ
ュ
エ
グ
に
い
る
火
野
ら
兵
士
の
頭
上
に
、「
敵
は
、
八
月
三
日
、
ミ
イ
ト
キ
イ
ナ
を
攻

略
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
、
北
ビ
ル
マ
に
於
け
る
要
衡
は
こ
と
ご
と
く
我
が
手
に
帰
し
、
レ
ド
公
路
を
打
通
せ
し
む
る
を
得
た
と
称
」
し
た

内
容
の
「
伝
単
を
撒
い
て
行
つ
た
」

（
14
）

と
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
日
本
軍
は
、
ほ
ぼ
一
九
年
八
月
に
は
、
完
全
敗
退
に
近
い
様
相
で
あ
っ
た
。

そ
れ
で
も
、
火
野
は
同
ル
ポ
タ
ー
ジ
ュ
に
て
、「
敵
兵
力
を
フ
ー
コ
ン
地
区
に
お
び
き
入
れ
た
こ
と
に
よ
つ
て
、
イ
ン
パ
ー
ル
方
面
進
攻

作
戦
の
辷
り
だ
し
が
非
常
に
う
ま
く
行
っ
た
こ
と
は
忘
れ
ら
れ
て
は
な
ら
な
い
の
で
あ
る
」

（
15
）

と
述
べ
る
。
フ
ー
コ
ン
地
区
に
敵
を
お
び
き

入
れ
て
行
っ
た
、
フ
ー
コ
ン
作
戦
で
の
戦
闘
は
よ
ほ
ど
重
要
な
も
の
で
あ
っ
た
ら
し
い
。
火
野
は
、
昭
和
一
九
年
八
月
二
二
日
に
、
三
橋

参
謀
よ
り
聞
い
た
話
と
し
て
、

サ
ズ
ツ
プ
付
近
ガ
三
月
末
、
イ
ン
パ
ー
ル
ヲ
片
ヅ
ケ
テ
主
力
ハ
ナ
ガ
平
地
ヲ
通
ツ
テ
、
フ
ー
コ
ン
ヘ
出
ル
ト
イ
フ
牟
田
口
閣
下
ノ
手

紙
ヲ
モ
ラ
ツ
タ
、
イ
ン
パ
ー
ル
迄
ノ
リ
ダ
シ
ガ
ウ
マ
ク
イ
ツ
タ
ノ
ハ
フ
ー
コ
ン
作
戦
の
オ
カ
ゲ
、
四
月
末
マ
デ
ガ
ン
バ
ツ
テ
ク
レ
、

（
16
）

と
記
し
て
い
る
。
実
際
に
「
イ
ン
パ
ー
ル
迄
ノ
リ
ダ
シ
ガ
ウ
マ
ク
イ
ツ
タ
ノ
ハ
フ
ー
コ
ン
作
戦
の
オ
カ
ゲ
」
と
も
言
え
る
よ
う
だ
。
こ
の

よ
う
な
、
フ
ー
コ
ン
作
戦
の
背
景
を
ふ
ま
え
「
戦
車
な
ら
」
に
は
、
フ
ー
コ
ン
地
区
に
敵
を
お
び
き
入
れ
た
時
の
戦
い
の
様
子
が
描
か
れ

て
い
る
。「
戦
車
な
ら
」
の
主
人
公
私
は
、「
あ
る
日
、
中
田
部
隊
の
村
木
少
佐
」
と
談
話
し
、
フ
ー
コ
ン
地
区
が
「
敵
戦
車
の
集
積
所
み

た
い
な
工
合
に
な
つ
た
」
と
聞
い
た
。
村
木
少
佐
は
次
の
よ
う
に
述
べ
る
。

「
兵
隊
が
敵
の
戦
車
を
片
つ
ぱ
し
か
ら
や
つ
つ
け
た
か
ら
で
す
。
出
て
く
る
戦
車
の
大
部
分
を
擱
坐
炎
上
さ
せ
て
し
ま
つ
た
の
で
、

火
野
葦
平
「
戦
車
な
ら
」
論

―
―
青
少
年
の
戦
意
高
揚
を
目
的
と
し
て
―
―
（
増
田
）
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フ
ー
コ
ン
地
区
は
ま
る
で
戦
車
の
残
骸
で
う
づ
ま
つ
た
も
同
じ
で
す
。」

「
兵
隊
に
は
お
ど
ろ
き
ま
し
た
。
ま
る
き
り
、
戦
車
を
な
め
て
し
ま
つ
て
、
戦
車
が
う
ん
と
出
て
来
れ
ば
え
え
な
あ
、
な
ど
と
い
つ

て
ゐ
る
始
末
で
し
た
よ
。」

村
木
少
佐
は
、「
戦
車
学
校
で
、
あ
の
西
住
大
尉
な
と
ど
い
つ
し
よ
に
、
戦
車
戦
闘
を
演
練
し
た
専
門
家
」
と
さ
れ
る
。
村
木
の
「
研

究
の
結
果
と
し
て
、
こ
れ
は
兵
隊
の
肉
弾
攻
撃
に
よ
る
ほ
か
な
い
と
い
ふ
こ
と
に
な
つ
た
」
の
で
あ
る
。
西
住
大
尉
と
は
、
お
そ
ら
く
西

住
小
次
郎
大
尉
の
こ
と
で
あ
ろ
う
。
西
住
大
尉
は
、
日
中
戦
争
で
、
第
二
次
上
海
事
変
か
ら
、
徐
州
会
戦
ま
で
戦
車
長
と
し
て
活
躍
す
る

も
、
徐
州
会
戦
に
て
中
国
兵
に
打
た
れ
、
昭
和
一
三
年
五
月
一
七
日
、
二
四
歳
の
若
さ
で
亡
く
な
っ
た
。
死
後
は
軍
神
と
し
て
崇
め
ら
れ
、

菊
池
寛
に
よ
り
『
昭
和
の
軍
神
西
住
戦
車
長
伝
』（
昭
和
一
四
年
九
月
、
東
京
日
日
新
聞
社
）
が
発
刊
さ
れ
、
昭
和
一
五
年
に
は
吉
村
公

三
郎
監
督
に
よ
り
、
映
画
『
西
住
戦
車
長
伝
』
な
ど
が
作
成
さ
れ
た
。
こ
う
し
て
西
住
大
尉
の
功
績
が
、
死
後
広
く
流
布
し
た
の
で
あ
る
。

村
木
少
佐
も
、
西
住
大
尉
と
同
様
、
か
な
り
の
戦
車
通
と
さ
れ
、
敵
に
向
か
う
た
め
に
肉
弾
攻
撃
を
選
択
す
る
こ
と
に
し
た
。
村
木
は
兵

隊
を
集
め
て
以
下
の
如
く
そ
の
方
法
を
伝
授
す
る
。

「（
前
略
）
動
い
て
ゐ
る
時
に
は
仕
事
が
や
り
に
く
い
の
で
、
ま
づ
、
こ
れ
を
止
め
る
の
だ
。
戦
車
地
雷
が
あ
れ
ば
止
ま
る
だ
ら
う
。

そ
れ
か
ら
、
戦
車
の
装
甲
の
い
ち
ば
ん
う
す
い
と
こ
ろ
、
砲
塔
の
後
部
、
つ
ま
り
機
関
部
の
真
上
に
な
る
と
こ
ろ
に
、
破
甲
爆
雷
を

し
か
け
る
。
置
く
だ
け
よ
り
も
、
こ
れ
を
結
び
つ
け
る
こ
と
が
で
き
れ
ば
、
な
ほ
よ
い
。
さ
う
し
て
こ
れ
に
点
火
す
れ
ば
、
戦
車
は

炎
上
し
て
破
壊
さ
れ
る
だ
ら
う
。」

關
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
六
十
九
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第
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こ
の
よ
う
な
方
法
で
、
敵
の
戦
車
に
向
か
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
火
野
の
実
際
の
『
従
軍
手
帖
』
に
も
、「
戦
車
二
台
擱
坐
さ

せ
た
が
、
肉
弾
攻
撃
で
、
そ
の
た
び
に
兵
力
が
減
る
。」
と
も
あ
る
の
で
、
日
本
軍
の
戦
車
攻
撃
の
や
り
方
と
し
て
は
、
特
攻
隊
の
よ
う
に
、

自
ら
の
死
を
恐
れ
な
い
攻
撃
の
仕
方
は
、
常
識
的
で
当
た
り
前
だ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
た
だ
、
村
木
少
佐
は
、
戦
車
突
撃
の
方
法
を
教
え

な
が
ら
「
す
こ
し
気
の
引
け
る
思
ひ
を
感
じ
て
ゐ
た
」。
な
ぜ
な
ら
、
敵
は
「
敵
の
掩
護
の
中
で
弾
丸
を
発
し
な
が
ら
、
疾
走
し
」、「
飛

行
機
も
協
力
し
、
砲
弾
も
飛
ん
で
来
る
だ
ら
う
」
か
ら
で
あ
っ
た
。
こ
ん
な
中
で
「
手
の
こ
ん
だ
作
業
が
果
し
て
で
き
る
か
、
ど
う
か
、

自
分
が
教
へ
な
が
ら
も
確
信
が
な
か
つ
た
の
で
あ
る
」。

二
、
敵
戦
車
へ
の
日
本
軍
の
攻
撃

さ
て
、
前
章
で
、
主
人
公
私
が
、
フ
ー
コ
ン
地
区
が
「
敵
戦
車
の
集
積
所
み
た
い
な
工
合
に
な
つ
た
」
と
聞
い
た
話
を
と
り
あ
げ
た
が
、

実
際
の
戦
闘
で
は
ど
う
で
あ
っ
た
の
か
。
火
野
は
、
実
際
の
戦
闘
に
つ
い
て
次
の
如
く
記
し
て
い
る
。

マ
イ
ン
カ
ン
平
原
へ
進
入
し
て
来
た
戦
車
は
わ
が
絶
好
の
餌
物
で
あ
っ
た
。
片
端
か
ら
こ
れ
を
擱
坐
炎
上
せ
し
め
た
。
爾
後
あ
ら

は
れ
た
敵
三
個
営
百
数
十
台
の
戦
車
の
う
ち
、
百
台
に
達
す
る
も
の
が
我
の
撃
破
す
る
と
こ
ろ
と
な
つ
た
。
兵
隊
た
ち
は
戦
車
の
来

る
の
を
待
ち
か
ま
へ
て
ゐ
て
、
無
限
軌
道
や
エ
ン
ジ
ン
の
音
が
聞
え
る
と
、
あ
戦
車
か
と
馬
鹿
に
し
た
顔
付
き
で
飛
び
だ
し
て
行
く

や
う
に
な
つ
た
。
戦
車
な
ら
大
丈
夫
と
い
ふ
自
信
を
も
つ
て
ゐ
た
の
で
あ
る
。

（
17
）

さ
ら
に
、
フ
ー
コ
ン
戦
を
記
し
た
『
戦
史
叢
書
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
』
で
も
次
の
如
く
あ
る
。

火
野
葦
平
「
戦
車
な
ら
」
論

―
―
青
少
年
の
戦
意
高
揚
を
目
的
と
し
て
―
―
（
増
田
）
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こ
の
こ
ろ
（
二
月
二
十
七
日
ご
ろ
）
敵
戦
車
が
新
た
に
陣
地
に
現
れ
た
。
そ
し
て
約
二
〇
両
の
戦
車
が
わ
が
予
期
に
反
し
、
右
翼

方
面
の
ヌ
ガ
ン
ガ
付
近
の
ジ
ャ
ン
グ
ル
内
か
ら
攻
撃
し
て
来
た
。
し
か
し
、
こ
の
地
域
は
わ
が
砲
兵
隊
の
火
力
準
備
地
帯
に
含
ま
れ

て
い
た
の
で
、
直
ち
に
集
中
火
を
浴
び
せ
て
四
散
敗
走
さ
せ
た
。

（
18
）

す
な
わ
ち
、
フ
ー
コ
ン
戦
で
の
戦
車
隊
は
、
実
際
も
や
は
り
か
な
り
強
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
作
品
は
、
次
の
よ
う
に
続
く
。

煙
幕
の
な
か
か
ら
、
無
限
軌
道
の
音
が
聞
こ
え
て
き
た
。
エ
ン
ジ
ン
の
音
も
ひ
び
い
て
き
た
。
戦
車
が
驀
進
し
て
来
る
の
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
つ
た
。（
中
略
）
大
砲
や
機
関
銃
を
や
た
ら
に
う
ち
ま
く
る
。
こ
れ
を
掩
護
す
る
や
う
に
飛
行
機
が
頭
上
を
飛
ん
で
、

し
き
り
に
旋
回
し
な
が
ら
、
わ
が
陣
地
に
爆
弾
を
投
じ
、
銃
撃
を
加
へ
て
ゐ
た
。

日
本
軍
も
「
圧
倒
さ
れ
て
」
い
る
よ
う
に
見
え
、「
村
木
少
佐
も
考
へ
て
、
少
し
が
っ
か
り
し
か
け
て
ゐ
た
」。
だ
が
そ
う
で
は
な
か
っ

た
。

森
林
の
中
か
ら
奇
妙
な
号
令
の
や
う
な
も
の
が
聞
え
て
き
た
と
思
ふ
と
、
破
甲
爆
雷
を
肩
に
か
つ
い
だ
兵
隊
た
ち
が
、
ぱ
ら
ぱ
ら

と
戦
車
に
突
進
し
て
行
つ
た
。（
中
略
）
兵
隊
た
ち
は
そ
れ
ぞ
れ
止
ま
つ
て
あ
ば
れ
て
ゐ
る
戦
車
に
近
づ
い
て
、
キ
ャ
タ
ピ
ラ
に
足

を
か
け
て
戦
車
に
飛
び
乗
つ
た
。

日
本
軍
は
、
暴
れ
回
っ
て
銃
を
乱
射
す
る
戦
車
に
果
敢
に
立
ち
向
か
っ
て
い
っ
た
。
そ
し
て
次
々
に
、
戦
車
の
掩
蓋
が
「
下
か
ら
持
ち
上

關
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
六
十
九
巻
第
四
号
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げ
ら
れ
よ
う
と
す
る
」
の
を
、「
ぐ
つ
と
押
さ
え
つ
け
て
、
そ
の
上
に
腰
か
け
た
」。
そ
う
し
て
い
る
間
に
別
の
兵
隊
が
、
藪
の
中
か
ら
葛

や
蔓
を
引
き
ず
っ
て
き
て
「
戦
車
に
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
し
ば
り
つ
け
て
し
ま
つ
た
」。
一
方
、「
機
関
部
の
あ
た
り
に
破
甲
爆
雷
を
の
せ
た

兵
隊
は
、
針
金
で
そ
れ
を
車
体
に
く
く
り
つ
け
た
」。
こ
う
し
て
兵
士
た
ち
は
、
作
業
を
続
け
、

一
台
、
二
台
、
三
台
と
次
々
に
戦
車
は
爆
破
さ
れ
、
火
を
発
し
て
、
紅
蓮
の
焔
に
包
ま
れ
た
。
さ
つ
き
か
ら
頭
上
を
飛
ぶ
三
台
の

敵
機
は
、
し
き
り
に
銃
撃
を
加
へ
た
。（
中
略
）
せ
ま
い
ジ
ャ
ン
グ
ル
の
道
を
射
撃
す
る
の
で
、
な
か
な
か
あ
た
ら
な
か
つ
た
。

掩
蓋
を
ひ
ら
い
て
、
二
人
の
敵
兵
が
我
さ
き
に
出
よ
う
と
あ
ら
そ
つ
た
。
せ
ま
い
穴
な
の
で
、
栓
に
な
つ
た
や
う
に
し
ば
ら
く
出

ら
れ
な
い
で
ゐ
た
が
、
や
つ
と
出
た
。
出
る
の
と
爆
発
す
る
の
と
当
時
で
あ
つ
た
。
二
人
の
敵
兵
に
は
ね
と
ば
さ
れ
て
、
一
人
は
地

面
に
、
一
人
は
崖
の
下
に
落
ち
て
行
つ
た
。
戦
車
は
火
に
包
ま
れ
た
。
戦
車
に
は
ど
れ
に
も
乗
員
が
何
人
か
づ
つ
ゐ
た
の
で
あ
ら
う

が
、
逃
げ
た
の
は
一
台
だ
け
で
、
あ
と
は
戦
車
と
運
命
を
共
に
し
た
。

か
な
り
日
本
軍
は
成
功
し
て
敵
の
戦
車
を
破
壊
し
た
の
で
あ
っ
た
。
さ
て
、
火
野
に
よ
る
と
こ
の
作
品
で
の
戦
車
隊
の
成
功
は
、
実
際
も

そ
う
だ
っ
た
よ
う
で
あ
り
、
以
下
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

飛
び
出
し
て
行
つ
た
兵
隊
は
ま
づ
先
頭
と
後
尾
の
奴
を
戦
車
地
雷
で
擱
坐
さ
せ
る
。
す
る
と
中
間
の
戦
車
は
狼
狽
す
る
が
も
は
や
動

き
が
と
れ
な
い
。
そ
こ
で
兵
隊
た
ち
は
お
の
お
の
爆
弾
を
持
つ
て
一
台
づ
つ
飛
び
上
り
、
装
甲
の
薄
い
機
関
部
の
上
に
そ
れ
を
結
び

つ
け
て
点
火
し
て
来
る
。
こ
れ
は
な
か
な
か
手
の
混
ん
だ
作
業
で
よ
つ
ぽ
ど
度
胸
が
あ
つ
て
落
ち
つ
い
て
ゐ
な
い
と
成
功
し
な
い
。

火
野
葦
平
「
戦
車
な
ら
」
論

―
―
青
少
年
の
戦
意
高
揚
を
目
的
と
し
て
―
―
（
増
田
）
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戦
車
の
中
か
ら
掩
蓋
を
ひ
ら
い
て
逃
げ
だ
す
敵
兵
も
あ
れ
ば
、
投
降
す
る
奴
も
あ
り
、
抵
抗
す
る
者
も
ゐ
る
。
擱
坐
さ
せ
ら
れ
て
掩

蓋
か
ら
出
よ
う
と
す
る
の
を
兵
隊
が
乗
り
か
か
つ
て
蓋
を
抑
え
つ
け
、
降
車
と
一
緒
に
ぐ
る
ぐ
る
巻
き
に
し
て
爆
破
し
た
こ
と
も
あ

る
。

（
19
）

こ
う
し
て
、
火
野
に
よ
る
と
実
際
も
「
戦
車
は
あ
ま
り
や
ら
れ
る
の
で
し
ま
い
に
は
出
て
来
な
く
な
つ
た
」

（
20
）

と
い
う
。
ま
た
、
火
野
は
、

実
際
に
「
同
期
で
は
な
い
が
西
住
大
尉
と
同
窓
で
戦
車
を
習
得
し
た
と
い
ふ
指
導
将
校
」
に
会
い
、「
簡
単
に
で
き
る
こ
と
ぢ
や
な
し
、

ど
う
か
と
案
じ
て
ゐ
た
ら
、
兵
隊
が
教
へ
た
と
ほ
り
に
や
る
の
に
は
駭
き
ま
し
た
」

（
21
）

と
聞
い
た
話
を
記
し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、「
戦
車

な
ら
」
で
の
、
フ
ー
コ
ン
戦
に
お
け
る
日
本
軍
の
敵
戦
車
に
果
敢
に
立
ち
向
か
い
、
破
壊
す
る
勇
気
あ
る
行
動
と
、
勝
利
は
、
実
話
に
基

づ
い
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

三
、
藤
木
一
等
兵
と
母

さ
て
、
前
章
で
こ
の
「
戦
車
な
ら
」
は
フ
ー
コ
ン
戦
で
の
実
話
に
基
づ
い
て
描
か
れ
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
た
。
火
野
は
、
フ
ー
コ
ン

戦
で
の
一
兵
士
に
つ
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。

中
に
は
欲
張
つ
た
兵
隊
が
あ
つ
て
、
山
の
や
う
に
爆
雷
を
背
負
ひ
、
つ
ぎ
つ
ぎ
に
仕
掛
け
て
一
度
に
三
台
も
爆
破
さ
せ
た
。
近
く
ま

で
引
き
つ
け
て
お
い
て
速
射
砲
で
横
腹
を
貫
い
て
撃
破
し
た
こ
と
も
あ
る
。
戦
車
爆
破
の
戦
果
に
対
す
る
鑑
定
は
厳
格
で
戦
車
十
台

や
つ
つ
け
た
と
い
つ
て
も
本
部
で
は
擱
坐
か
炎
上
か
と
聞
き
か
へ
し
、
擱
坐
六
、
炎
上
四
と
い
ふ
や
う
で
あ
れ
ば
、
全
部
炎
上
せ
し

め
な
け
れ
ば
戦
果
と
認
め
な
い
と
い
ふ
。
そ
こ
で
ま
た
兵
隊
は
の
こ
の
こ
と
擱
坐
さ
せ
た
戦
車
を
焼
き
に
行
く
。

（
22
）
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こ
の
兵
士
と
同
じ
よ
う
な
行
動
を
す
る
人
物
と
し
て
、
作
中
で
は
藤
木
一
等
兵
と
い
う
人
物
が
登
場
す
る
。
作
品
で
は
、
最
初
、
藤
木

一
等
兵
は
、「
動
作
が
す
こ
ぶ
る
緩
慢
で
、
な
か
な
か
作
業
が
は
か
ど
ら
な
い
」
戦
車
一
台
に
爆
弾
を
仕
掛
け
る
こ
と
も
の
ろ
の
し
、
皆
に
、

「
早
よ
せ
、
早
よ
せ
。」
と
け
し
か
け
ら
れ
て
い
た
。
だ
が
、
一
度
成
功
す
る
と
、
そ
の
う
ち
、「
欲
を
出
し
て
、
一
台
で
は
気
が
す
ま
な
く
」

な
り
、
あ
る
時
「
彼
は
三
台
を
一
度
に
爆
破
炎
上
さ
せ
た
」。
そ
し
て
以
下
の
よ
う
に
行
動
す
る
。

例
の
ご
と
く
の
ろ
く
さ
い
手
つ
き
で
や
る
の
だ
か
ら
、
手
間
が
か
か
つ
て
仕
方
が
な
か
つ
た
が
、
彼
は
五
つ
の
破
甲
爆
雷
を
一
度
に

肩
に
か
つ
ぎ
、
一
箇
づ
つ
戦
車
に
装
置
し
た
。
そ
の
と
き
は
十
数
台
の
戦
車
が
ゐ
た
。
藤
木
は
あ
た
り
を
飛
び
か
ふ
弾
丸
な
ど
は
ま

る
で
眼
中
に
な
い
や
う
に
、
悠
々
と
破
甲
爆
雷
を
戦
車
に
結
び
つ
け
た
。
一
つ
終
る
と
、
ま
た
次
に
行
つ
た
。
彼
が
の
ろ
の
ろ
と
仕

事
を
し
な
が
ら
、
時
々
、
き
よ
ろ
き
よ
ろ
と
あ
た
り
を
見
ま
は
し
た
り
、
う
な
づ
い
た
り
、
手
を
あ
げ
た
り
、
に
こ
つ
と
笑
つ
た
り

し
て
ゐ
る
の
は
、
不
思
議
な
光
景
で
あ
つ
た
。

作
品
で
は
、
藤
木
一
等
兵
が
母
に
手
紙
を
書
く
シ
ー
ン
が
あ
る
。
藤
木
は
、
毎
日
手
紙
を
し
た
た
め
て
い
た
。
内
地
に
送
る
手
紙
は
必

ず
部
隊
の
検
閲
を
受
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
の
検
閲
を
部
隊
副
官
が
お
こ
な
っ
た
。
そ
の
手
紙
に
は
次
の
よ
う
に
あ
つ
た
。

オ
母
サ
ン
ハ
、
ワ
タ
シ
ガ
小
サ
イ
ト
キ
カ
ラ
、
ノ
ロ
ノ
ロ
仕
事
ヲ
ス
ル
ノ
ヲ
笑
ツ
テ
ヰ
マ
シ
タ
ネ
。
シ
カ
シ
、
オ
母
サ
ン
ハ
オ
コ
ツ

タ
コ
ト
ハ
ア
リ
マ
セ
ン
デ
シ
タ
ネ
。
ワ
タ
シ
ハ
敵
ノ
戦
車
ニ
ト
ビ
乗
ツ
テ
、
爆
弾
ヲ
ク
ク
リ
ツ
ケ
タ
ノ
デ
ス
ガ
、
ヤ
ツ
パ
リ
、
ブ
キ

ヨ
ウ
デ
ナ
カ
ナ
カ
ウ
マ
ク
イ
キ
マ
セ
ン
デ
シ
タ
。
ト
コ
ロ
ガ
、
ワ
タ
シ
ノ
耳
ノ
ソ
バ
デ
、
早
ヨ
セ
、
早
ヨ
セ
、
ト
イ
フ
オ
母
サ
ン
ノ

声
ガ
ハ
ツ
キ
リ
聞
エ
マ
シ
タ
。
オ
ヤ
ト
思
ツ
テ
ア
タ
リ
ヲ
見
ル
ト
、
煙
ノ
ナ
カ
ニ
、
ジ
ツ
ト
ワ
タ
シ
ヲ
見
テ
ヰ
ル
オ
母
サ
ン
ノ
顔
ガ

火
野
葦
平
「
戦
車
な
ら
」
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見
エ
マ
シ
タ
。
ワ
タ
シ
ハ
元
気
ガ
出
テ
、
仕
事
ヲ
ツ
ヅ
ケ
マ
シ
タ
。

こ
う
し
て
藤
木
一
等
兵
は
、
敵
の
戦
車
を
爆
破
す
る
こ
と
が
出
来
た
の
で
あ
る
。
手
紙
の
最
後
は
、「
コ
レ
モ
オ
母
サ
ン
ノ
オ
カ
ゲ
デ
ス
。

ア
リ
ガ
ト
ウ
ゴ
ザ
イ
マ
シ
タ
。
戦
車
ナ
ド
、
ワ
ケ
ハ
ア
リ
マ
セ
ン
。
屁
ノ
カ
ツ
パ
デ
ス
。
コ
レ
カ
ラ
モ
、
ウ
ン
ト
ヤ
ツ
ツ
ケ
テ
ヤ
ル
ツ
モ

リ
デ
ス
。」
と
締
め
ら
れ
て
い
る
。
つ
ま
り
、
火
野
は
、
フ
ー
コ
ン
戦
の
戦
車
隊
の
指
導
者
か
ら
、
先
の
よ
う
な
勇
敢
な
兵
士
の
話
を
聞
き
、

そ
の
兵
士
を
、
普
段
の
ろ
く
さ
い
藤
木
一
等
兵
と
し
て
作
中
に
登
場
さ
せ
た
。
藤
木
は
、
い
つ
も
は
の
ろ
ま
だ
が
、
戦
場
で
ふ
と
母
の
声

を
聞
き
、
母
の
顔
を
見
、
そ
の
こ
と
に
励
ま
さ
れ
て
普
段
は
で
き
な
い
よ
う
な
偉
業
を
果
た
し
た
と
い
う
話
を
作
中
で
描
い
た
。
こ
の
母

が
藤
木
を
励
ま
す
シ
ー
ン
は
重
要
で
あ
る
。
火
野
は
、
昭
和
一
三
年
頃
に
描
い
た
兵
隊
三
部
作（

23
）か
ら
、
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
に
満
ち
溢
れ
た

戦
争
シ
ー
ン
を
描
い
て
き
た
。
例
え
ば
、「
土
と
兵
隊
」
で
の
、
死
に
か
け
た
母
が
、
赤
ん
坊
を
守
り
、
そ
れ
を
見
た
兵
士
が
そ
っ
と
毛

布
を
か
け
て
行
軍
す
る
さ
ま
な
ど
で
あ
る
。
こ
の
「
戦
車
な
ら
」
で
の
、
母
の
シ
ー
ン
も
同
様
で
、
い
か
に
銃
後
の
人
々
の
兵
士
を
思
う

愛
が
、
過
酷
な
戦
闘
に
立
ち
向
か
う
兵
士
を
支
え
る
か
を
作
中
で
描
い
て
い
る
の
で
あ
る
。

こ
の
あ
と
、
藤
木
一
等
兵
は
マ
ラ
リ
ア
に
か
か
り
、「
四
十
度
以
上
の
熱
が
出
た
」。
藤
木
は
、「
戦
闘
を
す
る
こ
と
も
で
き
な
く
て
」、

「
第
一
線
の
戦
地
か
ら
下
げ
ら
れ
た
」。

藤
木
一
等
兵
は
水
に
ぬ
ら
し
た
手
拭
ひ
を
額
に
の
せ
て
、
生
ひ
し
げ
つ
た
樹
木
の
間
か
ら
望
ま
れ
る
青
空
を
見
て
ゐ
た
。（
中
略
）

彼
の
頭
の
中
を
故
郷
の
村
の
風
景
が
な
が
れ
、
な
つ
か
し
い
母
の
顔
が
去
来
し
た
。

こ
う
し
て
藤
木
は
起
き
上
が
り
、「
戦
闘
の
あ
る
方
へ
危
か
し
い
足
取
り
で
歩
い
て
行
つ
た
」。
副
官
は
藤
木
を
見
て
驚
い
た
。
な
ん
と
、
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藤
木
は
「
病
気
を
し
て
を
つ
て
も
、
戦
車
な
ら
や
つ
つ
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
」
と
言
っ
た
の
で
あ
っ
た
。
副
官
は
、「
藤
木
一
等
兵
を

り
つ
ぱ
な
兵
隊
だ
と
思
つ
た
が
、
そ
ん
な
顔
は
見
せ
ず
に
、
彼
を
叱
り
つ
け
て
、
病
室
の
方
へ
押
し
か
へ
し
た
」。

藤
木
一
等
兵
は
、
母
や
故
郷
を
思
い
出
す
こ
と
で
、
高
熱
を
も
ふ
る
い
の
け
、
戦
車
を
や
っ
つ
け
る
任
務
に
つ
こ
う
と
し
た
の
で
あ
る
。

母
の
声
や
故
郷
の
思
い
出
が
、
藤
木
の
力
を
支
え
た
。
本
作
で
は
、
銃
後
の
人
々
の
支
え
が
い
か
に
兵
士
を
励
ま
す
か
と
い
う
こ
と
を
強

調
し
て
い
る
。
最
後
は
次
の
よ
う
な
場
面
で
作
品
は
終
わ
る
。

「
マ
ラ
リ
ヤ
の
奴
、
は
や
く
出
て
ゆ
け
。」

藤
木
一
等
兵
は
自
分
の
熱
病
が
は
が
ゆ
く
て
、
涙
を
ぽ
ろ
ぽ
ろ
流
し
な
が
ら
、
さ
う
、
何
度
も
何
度
も
呟
や
い
て
ゐ
た
。
と
こ
ろ
が
、

マ
ラ
リ
ヤ
が
全
快
し
て
、
藤
木
一
等
兵
は
、
ま
た
敵
戦
車
の
来
る
の
を
待
ち
か
ま
へ
た
け
れ
ど
も
、
そ
の
後
は
戦
車
に
会
ふ
こ
と
が

な
か
つ
た
。
ほ
と
ん
ど
百
台
に
近
い
戦
車
を
爆
破
さ
れ
た
敵
は
、
恐
れ
を
な
し
て
、
も
は
や
戦
車
を
戦
場
に
出
さ
な
く
な
つ
て
ゐ
た

の
で
あ
る
。

実
際
の
戦
闘
で
は
、
確
か
に
日
本
軍
が
敵
戦
車
を
爆
破
す
る
こ
と
も
あ
っ
た
が
、
ほ
と
ん
ど
劣
勢
で
あ
り
、「
フ
ー
コ
ン
作
戦
開
始
以
来

一
九
四
四
年
四
月
十
五
日
ま
で
の
損
害
は
、
第
二
十
二
師
戦
死
約
八
〇
〇
、
負
傷
約
二
、
〇
〇
〇
、
第
三
十
八
師
戦
死
六
五
〇
、
負
傷
約

一
、
四
五
〇
で
あ
っ
た
」

（
24
）

と
あ
る
。
火
野
も
「
食
料
弾
薬
は
欠
乏
し
、
兵
員
も
し
だ
い
に
多
く
の
損
耗
を
出
し
た
」

（
25
）

と
述
べ
て
い
る
。

フ
ー
コ
ン
戦
が
劣
勢
で
あ
っ
た
こ
と
は
、
誰
も
が
承
知
で
あ
っ
た
が
、
本
作
で
は
、
当
時
の
銃
後
の
人
々
の
士
気
が
萎
え
る
こ
と
を
恐
れ
、

ま
た
、『
若
桜
』
が
陸
軍
の
後
援
雑
誌
で
あ
る
こ
と
を
考
慮
し
、
あ
く
ま
で
、
日
本
軍
が
少
し
で
も
努
力
し
、
勝
利
に
導
く
こ
と
の
で
き

た
戦
車
隊
の
様
子
を
描
い
て
い
る
。

火
野
葦
平
「
戦
車
な
ら
」
論
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終
わ
り
に

本
稿
で
は
「
戦
車
な
ら
」
を
論
じ
て
き
た
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、
発
表
誌
の
『
若
桜
』
は
、
陸
軍
が
関
係
し
て
発
刊
さ
れ
た
雑
誌

で
あ
る
。
ま
た
、
若
桜
と
い
う
呼
称
は
、
自
ら
の
命
を
天
皇
に
捧
げ
、
日
本
国
の
た
め
に
戦
い
、
尊
い
命
を
失
っ
た
青
年
兵
士
を
讃
え
る

言
葉
で
も
あ
っ
た
。
本
稿
で
記
し
た
よ
う
に
、
本
作
で
扱
わ
れ
た
戦
車
隊
の
様
相
は
、
実
際
の
フ
ー
コ
ン
戦
で
も
活
躍
し
た
戦
車
隊
の
様

子
と
重
な
る
点
は
あ
る
。
し
か
し
、
実
際
の
フ
ー
コ
ン
戦
は
、
や
は
り
、
極
め
て
劣
勢
で
、
到
底
本
作
の
よ
う
に
勝
利
し
た
戦
闘
で
は
な

か
っ
た
。
火
野
は
、
戦
時
中
は
、
陸
軍
報
道
班
員
と
し
て
の
役
割
を
担
わ
さ
れ
、
意
識
し
て
銃
後
の
人
々
の
戦
意
の
昂
揚
に
努
め
た
。
火

野
は
、「
送
れ
・
敵
撃
滅
の
飛
機

印
緬
国
境
越
え
る
日
・
本
社
特
派

火
野
葦
平
／
激
し
い
自
責
の
念

ま
だ
ま
だ
銃
後
の
努
力
は
足

り
ぬ

敵
機
連
爆
も
介
せ
ぬ
我
軍
の
士
気
」
の
中
で
、「
前
線
の
将
兵
が
銃
後
は
一
体
何
を
し
て
ゐ
る
の
だ
と
考
へ
る
や
う
で
あ
つ
て
は

申
訳
が
な
い
の
で
あ
る
」

（
26
）

と
も
述
べ
る
。
過
酷
な
状
況
下
で
、
戦
闘
に
向
か
う
兵
士
た
ち
に
と
っ
て
、
銃
後
の
人
々
の
励
ま
し
や
、
愛
、

そ
し
て
兵
士
を
思
い
や
る
心
が
大
切
で
あ
る
と
し
、
陸
軍
報
道
班
員
で
あ
っ
た
立
場
を
認
識
し
、
銃
後
の
人
々
の
士
気
が
衰
え
ぬ
よ
う
に
、

そ
し
て
そ
れ
に
支
え
ら
れ
た
異
国
で
戦
う
兵
士
た
ち
の
士
気
が
萎
え
ぬ
よ
う
に
十
分
配
慮
を
続
け
た
。

本
作
は
、
ま
さ
し
く
、
銃
後
の
青
少
年
た
ち
の
戦
意
高
揚
を
煽
る
た
め
の
作
品
で
あ
り
、
ま
た
、
そ
れ
を
担
っ
た
講
談
社
と
陸
軍
を
掩

護
す
る
作
品
と
な
っ
て
い
る
と
言
え
よ
う
。

注（
⚑
）『
戦
史
叢
書
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
』（
昭
和
43
年
⚔
月
25
日
、
朝
雲
新
聞
社
）

（
⚒
）
⚑
に
同
じ 關
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（
⚓
）
大
本
営
が
、
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
中
止
を
認
め
た
の
は
⚗
月
⚑
日
、
⚒
日
に
南
方
軍
が
正
式
に
中
止
を
み
と
め
る
軍
令
を
出
す
。
よ
っ
て
こ
の
日
か
ら
終

結
と
す
る
の
が
通
例
で
あ
る
。

（
⚔
）
磯
部
卓
男
『
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
』（
昭
和
五
九
年
六
月
、
丸
ノ
内
出
版
）

（
⚕
）
社
史
編
集
委
員
会
『
講
談
社
の
歩
ん
だ
五
十
年
（
昭
和
編
）』（
昭
和
三
四
年
一
〇
月
、
講
談
社
）

（
⚖
）
⚕
に
同
じ

（
⚗
）
⚕
に
同
じ

（
⚘
）『
東
京
朝
日
新
聞
』（
昭
和
一
七
年
三
月
七
日
、
三
面
）

（
⚙
）『
東
京
朝
日
新
聞
』（
昭
和
一
九
年
二
月
二
七
日
、
三
面
）

（
10
）
⚑
に
同
じ

（
11
）
10
に
同
じ

（
12
）
⚑
に
同
じ

（
13
）
火
野
葦
平
「
フ
ー
コ
ン
地
区
」（『
文
藝
春
秋
』
昭
和
一
九
年
一
一
月
）

（
14
）
13
に
同
じ

（
15
）
13
に
同
じ

（
16
）
火
野
葦
平
『
イ
ン
パ
ー
ル
作
戦
従
軍
記
』（
平
成
二
九
年
一
〇
月
、
集
英
社
）

（
17
）
13
に
同
じ

（
18
）
⚑
に
同
じ

（
19
）
13
に
同
じ

（
20
）
13
に
同
じ

（
21
）
13
に
同
じ

（
22
）
13
に
同
じ

（
23
）『
麦
と
兵
隊
』（
昭
和
一
三
年
九
月
、
改
造
社
）、『
土
と
兵
隊
』（
昭
和
一
三
年
一
一
月
、
改
造
社
）、『
花
と
兵
隊
』（
昭
和
一
四
年
八
月
、
改
造
社
）
の

三
作
を
さ
す
。

火
野
葦
平
「
戦
車
な
ら
」
論

―
―
青
少
年
の
戦
意
高
揚
を
目
的
と
し
て
―
―
（
増
田
）
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（
24
）
⚑
に
同
じ

（
25
）
13
に
同
じ

（
26
）『
東
京
朝
日
新
聞
』（
昭
和
一
九
年
五
月
二
八
日
、
三
面
）

本
稿
は
、
令
和
元
年
度
国
際
児
童
文
学
館
「
特
別
研
究
員
」
の
研
究
成
果
で
あ
る
。

關
西
大
學
『
文
學
論
集
』
第
六
十
九
巻
第
四
号
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